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Attemption to Exposition on ‘Abusolute Detective Novel: a Brain Does Not Think’  


























































































































































































































































































































































・夢野久作(1935)『ドグラ・マグラ』(『夢野久作全集 9』筑摩書房、1992 年所収) 
・夢野久作(1936)『悪魔祈祷書』(『夢野久作全集 3』筑摩書房、1992 年所収) 
 
                                                   
註 『夢野久作全集 9』(筑摩書房、1992 年)については『全集 9』と略表記する。同全集の
他の巻についてついても同様に表記する。 
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16 『全集 9』、同上。 
17 『全集 9』、同上。 
18 『全集 9』、同上。 
19 『全集 9』、p.179 
20 『全集 9』、p.201-202。 
21 『全集 9』、p.207-208。 
22 例えば『全集 9』、p.199、p.232。。 
23 「脳髄局ヨリ反射交感シ来ラザル事ハ、仮令自身ニ行イタル事ト雖モ、事実ト認ムベカ
ラズ。記憶ニモ止ムベカラズ」(『全集 9』、p.205) 。 
24 『全集 9』、p.232。 
25 『全集 9』、p.231。 










































                                                                                                                                                     
での議論から示唆される。脳髄と全身の細胞の霊能の交換は、生命の交換であり、感情の
交換だからである。 
『ドグラ・マグラ』は夢野久作にとってその作家生活の大半に相当する 20 年を費やして
推敲し完成させた作品であり、当人にとっての主著であると言える。そして、その脳髄論
＝「絶対探偵小説 脳髄は物を考える処に非ず」は『ドグラ・マグラ』全体の展開を支え
る理論と位置づけられる。正木敬之は、この理論によって全人類を支配する法則を喝破し、
また正木の同時代人がその中で生きる唯物科学的風潮の克服のための実験を行う。したが
って、この脳髄論は、正木敬之の行動原理を語るものであり、作中世界での登場人物の行
動を支配する法則でもある。 
物語としては本作の視点人物である「私」は、前述のとおり、日本人意識に閉じこもっ
てしまい狂気、すなわち全身の細胞が受け継いできた歴史の束縛を克服するのには失敗す
る。しかし、それは脳髄論を実践において貫徹することができなかったゆえの失敗であり、
脳髄論自体には、少なくとも作中世界内での解決法(束縛の自覚による克服)は示されている
と言える。この理解は、脳髄論からすでに述べたとおり解釈次第で、天皇と人民を生命に
関し平等とする見方、すなわち、久作の意図を超えて最終的に近代天皇制を無効化する見
方を導出できることで補強されると執筆者は考える。作者がコントロールしている物語は
主人公を日本人意識に閉じ込めたが、作中人物の編み出した理論は作者の意図を超えた可
能性を秘めているのである。 
しかしながら、本作の作中世界を支配する法則の全体像を明らかにするには、脳髄論に
加え、少なくとも「胎児の夢」まで分析すべきであるが、本稿ではそうするに至らなかっ
た。これも今後の課題としたい。また、本作の作中世界において、そもそも「狂気」とは
何を指すのかを明らかにする必要を今現在感じている。これも今後の課題としたい。 
 最後に百川(2004)に敬意と感謝の意を表する。この先行研究と対照することで、本稿の立
ち位置を執筆者自身にとっても明瞭にすることができた。 
